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平成２５年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

【町長】  

 

 

 

通告順 １ 

質問 

議員 

高田議員 

質問 

項目 

カナダ・ポートハーディ市との交流について 

質問 

内容 

本町は開基百年を迎えた平成６年に、カナダＢＣ州・ポートハーディ市

と姉妹都市提携をむすびました。  

姉妹都市の提携以来、ほぼ毎年のように派遣と受入を交互に繰り返し現

在に至っています。  

現在、交流事業はポートハーディ交流協会が中心となり、町の補助金を

活用して行われています。子どもたちの国際感覚の涵養や、異文化交流に

大きな役割を果たしています。  

本町の開基百二十年にあたる平成２６年に、姉妹都市提携も２０周年を

迎えることから、ポートハーディ市の姉妹都市委員会は、本来の訪問年で

ある平成２５年と合わせ、平成２６年にも多人数での訪問を希望していま

す。  

もともと平成２６年は沼田町が派遣する年であり、子どもたちへの機会

平等から考えても、派遣事業は予定通り行うべきであります。  

本町のポートハーディ交流協会は、平成２６年に派遣と受入の両事業を

行うための体制づくりを進めています。  

来年に向けての予算措置を含めた、町長の考えを伺う。 

通告順 ２ 

質問 

議員 

鵜野議員 

質問 

項目 

農業の成長戦略について 

質問 

内容 

農業の成長戦略で「農業・農村の所得倍増目標」を掲げる。と首相が表

明しました。 

主には、「６次産業化」を軸に農地の集積や輸出促進です。 

所得倍増の柱は６次産業化であり、これをどの様に地域と農家に関連さ

せ、還元できるかがポイントだと考える。 

 

① 本町において、どの様な取り組みができるのかの体制作りが必要と考

えるが、これらの成長戦略をどの様に考えているのか。 

② これらを受けて、加工、直売に加え、観光などと関連させて、本町全

体の所得倍増をどの様に描くのか。 
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通告順 ３ 

質問 

議員 

久保議員 

質問 

項目 

『沼田町の医療を町民と守る条例』を制定しては、いかがか？ 

質問 

内容 

現在、沼田町内の各地で行われている「沼田町の医療・福祉体制の今後

を考える」町民懇談会において、ついに沼田町は町立の無床診療所を持つ

決断を公言されました。沼田町の１１９年の歴史の中で、町立の医療施設

を持つのは初めてのことです。自前であるからには、広く町民の合意と参

加を呼びかけ、より身近に活用していただき、また運営に積極的に関わっ

ていただく環境作りが必要です。そこで、提案を含んだ次の質問を申し上

げます。 

 

１．【目標の設定】 総務省自治財政局は 2008 年度に「公立病院改革プラ

ン」を策定し、「①経常収支比率」、「②職員給与費比率」、「③病床利用率」

の三つの指標の目標設定を義務付けています。沼田町はこれらの目標を、

いつ、どのように、どの部門の責任で設定し、チェックと報告はどのよう

に行いますか？また、すでに目標が設定されていましたら、報告してくだ

さい。 

 

２．【町民参加型の環境作り】  今ある医療資源を有効に使うために、町

民ができることから始める活動を推進しませんか？たとえば、町民主体の

サークル「町立診療所ファンクラブ」や「小児科を守る会」、「お医者さん

看護婦さんと交流する会」などを起こしたり、既存の町内会などの中に取

り込んでいってはいかがでしょうか？そこでスローガン「コンビニ受診を

控えよう」「お医者さんに感謝を伝えよう」などを掲げることにより、診

療時間内を有効に活用する身近な医療施設を町民が主体となって育てる

ことが可能だと思います。 

 

３．【条例の制定】 病院は警察や消防と同様、町民を守る必要最低条件

です。町史始まって以来の町立の医療施設ができるのですから、町民、指

定管理者となる厚生連、また町内の二つの歯科医や薬局、町が総力を結集

して守っていく強いメッセージを条例化し町内外に発してはいかがでし

ょうか？ 
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通告順 ４ 

質問 

議員 

津川議員 

質問 

項目 

町民の町政への関心度について 

質問 

内容 

少子高齢化、人口減少、町中の衰退等々まちがいなく過疎化への途をた

どっている沼田町ですが、これらの問題に中々歯止めをかけられないのが

実態です。 

町長をはじめ、各課で色々と工夫しながら住民の皆さんに理解を得よう

と努力していることは私も認めるところでありますが、今ひとつ周知され

ず理解されていないように考えます。 

町主催の種々の説明会や懇談会を開催しても参加人数は決して多くは

ないと思いますが、町長はどのように感じているのか伺いたい。 

沼田町の過疎化に歯止めをかけて活性化に転じるためにはどうしても

関心をより一層深めて行かなければならないと考えますが、町民の町政へ

の関心度高揚への考えを伺いたい。 

通告順 ５ 

質問 

議員 

上野議員 

質問 

項目 

沼田町の公共交通について 

質問 

内容 

沼田町の公共交通には「バス」と「ＪＲ」がありますが、町民が利用して町外に

行く時（例えば札幌）には乗り継ぎが必要です。 

逆に沼田町に来る時も同様です。 

是非乗りかえのない直行便（札幌、旭川）を沼田町にも設定できるようにすべき

と思う。沼田から深川に行く際も階段がきつく、高齢者には勿論、体の不自由な人

も利用しづらいので「エレベーター」の設置を留萌沿線の町と協力して早期に実現

してほしい。 

また、公共交通の利用者が冬期間でも長期に利用しやすい公共駐車場の設置も必

要と思うが、町長の考えを伺いたい。 
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通告順 ６ 

質問 

議員 

渡邊議員 

質問 

項目 

アベノミクスと町行政について 

質問 

内容 

 近頃、日本の政治が安部内閣の基で、色々な動きを始めています。そ

の事は、地方自治に以前に増して、大きな変化が求められようとしている

と思います。考えられる事は無数に有りますが、いくつかの点で、町長の

考えをお聞かせ下さい。 

 

１）TPP 交渉参加が間近ですが、大手産業と米国の為の貿易交渉の様に思

われます。農業部門だけを見ても、自給率の低下が間違い無く、その１

点を見ても交渉に値しないと思うのですが、いかがですか。 

 

２）憲法改正をしようとしています。しかも、その改正をし易くする為に、

第９６条の要件を変えようとしています。憲法は簡単に変えられない事

が重要と思いますが、町長はいかがですか。 

 

３）国は地方交付税の配分を見直そうとしています。頑張る自治体に傾斜

配分を考えている様ですが、国の云う事に従う自治体に多く配分する脅

しの様な気がしてなりません。町長はいかがですか。 

 

４）このままで行くと米国依存の体制が一層進むと私は思います。 

考えられるアベノミクスの町行政に対する影響と共に町長に伺いま

す。 

通告順 ７ 

質問 

議員 

中村議員 

質問 

項目 

医療施設について 

質問 

内容 

 沼田町の医療再構築に関わる懇談会が行われているが、町の提案に対し

て町民の反応はどうか。 

 「人口は減ったとしても高齢者が減ることはない」という沼田町の人口

構造の中で一年間でお亡くなりになる方は何人くらいか。 

 直近３年間で沼田厚生病院に看取りをしてもらった人数はどのくらい

か。 

 この町で縁を得て、この町で元気に、そして静かに終末を迎えたいと願

う人たちでもこの町で死ぬことを許されないのか。 
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【教育長】  

 

通告順 １ 

質問 

議員 

絵内議員 

質問 

項目 

町民体育祭について 

質問 

内容 

 沼田町は、スポーツの町を宣言している町として、皆で心をふれあう体育祭にな

るよう取り組むべきと思うが、農村部では選手を出すのが、役員の皆さんが苦労さ

れております。町民の皆さんが体育祭に参加をしようと思う意識を作るべきと思う

が、教育長の見解をお伺い致します。 


